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第１学年 数学科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

１． 学習目標 
【数と式】   数を正の数と負の数まで拡張し，数の概念についての理解を深める。また，文字を

用いることや方程式の必要性と意味を理解するとともに，数量の関係や法則などを
一般的にかつ簡潔に表現して処理したり，一元一次方程式を用いたりすることがで
きる。 

【図 形】   平面図形や空間図形についての観察，操作や実験などの活動を通して，図形に対す 

る直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理的に考察し表現することができる。 
【関 数】   具体的な事象を調べることを通して，比例，反比例についての理解を深めるととも

に，関数関係を見いだし表現し考察することができる。 

【データの活用】目的に応じて資料を収集して整理し，その資料の傾向を読み取ることができる。 

 
２．年間の授業計画と学習のねらい 

学期 学 習 の 内 容 学  習  の  ね  ら  い 

１ 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
期 
 
 

オリエンテーション ・数学の授業の目標、内容、評価などを知る。 
０章 
算数から数学へ 
①整数の性質 

・自然数をいくつかの数の積で表すことのよさや素因数分解の
意味を理解することができる。 

・素因数分解の一意性を理解し、自然数を素因数分解すること
ができる。 

１章 
数の世界をひろげよう 
【正負の数】 
①正負の数 
②加法と減法 
③乗法と除法 
④正負の数の利用 

・正の数と負の数の必要性と意味を理解することができる。 
・正の数と負の数の四則計算をすることができる。 
・具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したり
することができる。 

・数の集合と四則計算の可能性を理解することができる。 
・算数で学習した数の四則計算と関連づけて，正の数と負の数
の四則計算の方法を考察し表現することができる。 

２章 
数学のことばを身につけよう 
【文字と式】 
①文字を使った式 
②文字式の計算 
③文字式の利用 

・文字を用いることの必要性と意味を理解することができる 
・文字を用いた式における積と商の表し方を理解することがで
きる。 

・簡単な一次式の加法と減法の計算をすることができる。 
・数量の関係や法則など、文字を用いた等式や不等式に表すこ
とができることを理解し，文字式を用いて表したり，文字式
を読み取ったりすることができる。 

・具体的な場面と関連づけて，一次式の加法と減法の計算の方
法を考察し表現することができる。 

３章 
未知の数の求め方を考えよう 
【方程式】 
①方程式とその解き方 
②1次方程式の利用 

・方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理
解することができる。 

・簡単な方程式，比例式を解くことができる。 
・等式の性質を基にして，方程式を解く方法を考察し表現する
ことができる。 

・方程式，比例式を具体的な場面で活用することができる。 

２ 
 
 
学 
 
 
期 

４章 
数量の関係を調べて問題を
解決しよう 
【比例と反比例】 
①関数と比例・反比例 
②比例の性質と調べ方 
③反比例の性質と調べ方 

 ④比例と反比例の利用 

・関数関係の意味や比例、反比例について理解することができ
る。 

・座標の意味を理解することができる。 
・比例，反比例の関係を表，式，グラフに表すことができる 
・比例，反比例として捉えられる 2つの数量について，表，
式，グラフを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見い
だすことができる。 

・比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現するこ
とができる。 

５章 
平面図形の見方をひろげよう 
【平面図形】 
①図形の移動 
②基本の作図 

 ③おうぎ形 

・平行移動，対称移動及び回転移動について理解することがで
きる。 

・角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作
図の方法を理解することができる。 

・おうぎ形の弧の長さと面積を求めることができる。 
・図形の移動に着目し，2つの図形の関係について考察し表現
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することができる。 
・図形の性質に着目し，基本的な作図の方法を考察し表現する
ことができる。 

・図形の移動や基本的な作図を具体的な場面で活用することが
できる。 

３ 
 
 
学 
 
 
期 

６章  
立体の見方をひろげよう 
【空間図形】 
①いろいろな立体 
②立体の見方と調べ方 
③立体の体積と表面積 

・空間における直線や平面の位置関係を理解することができる 
・基本的な柱体や錐体，球の表面積と体積を求めることができ
る。 

・立体を線分や平面図形の運動によって構成されるものと捉え
たり，立体を平面上に表現して，平面上の表現から立体の性
質を見いだしたりすることができる。 

・立体の表面積や体積の求め方を考察し表現することができる 
７章 
データを活用して判断しよう 
【データの分析と活用】 
①データの整理と分析 
②データの活用 
③ことがらの 
起こりやすさ 

・ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること
ができる。 

・コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを表や
グラフに整理することができる。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の必要性と
意味を理解することができる。 

・目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の
傾向を読み取り，批判的に考察し判断することができる。 

・多数の観察や多数回の試行の結果をもとにして，不確定な事
象の起こりやすさの傾向を読み取り，表現することができる 

 
３． 評価の観点と方法 

≪知識・技能≫ 
  数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解しているかどうかについて評価す

る。また，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けているかどうかについて評価する。 

≪思考力・判断力・表現力≫ 
  数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考

察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けているかどうか
について評価する。 

≪主体的に学習の取り組む態度≫ 
  数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度
を身に付けているかどうかについて評価する。 
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第２学年 数学科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

２． 学習目標 
【数と式】   具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式

の意味を読み取ったりすることができるとともに，文字を用いた式の四則計算がで
きる。連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができる。 

【図 形】   観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平行
線の性質を基にしてそれらを確かめることができる。図形の合同について理解し図
形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三角形の合同条件などを基にし
て確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。    

【関 数】   具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを
通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する
ことができる。 

【データの活用】不確定な事象についての観察や実験などの活動を通して，確率について理解し，そ
れを用いて考察し表現することができる。 

 
２．年間の授業計画と学習のねらい 

学期 学 習 の 内 容 学  習  の  ね  ら  い 

１ 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
期 

オリエンテーション ・数学の授業の目標、内容、評価などを知る。 
１章 
文字式を使って説明しよう
【式の計算】 
①式の計算 
②文字式の利用 

・単項式どうしの乗法と除法の混じった計算ができる。また，
式の値をくふうして求めることができる。 

・具体的な数の性質をもとに数の性質を見いだし，その性質が
成り立つことを，文字を使って一般的に説明できることを理
解する。 

・目的に応じて等式を変形することの必要性を理解し，等式を
変形して，ある文字について解くことができる。 

２章 
方程式を利用して問題を解
決しよう 
【連立方程式】 
①連立方程式とその解き方 
②連立方程式の利用 
 

・求めたい数量が 2つある問題を，既習の 1 元 1次方程式など
を活用して解決することができる。 

・加減法・代入法を理解し，それを用いて連立方程式を解くこ
とができる。 

・かっこをふくむ連立方程式や，係数に小数や分数をふくむ連
立方程式、A＝B＝C の形をした連立方程式を解くことができ
る。 

・個数と代金、速さ・時間・道のり、割合に関する問題を，連
立方程式を利用して解決することができる。 

３章 
関数を利用して問題を解決
しよう 
【１次関数】 
  ①１次関数 
②１次関数の性質と調べ方 
③２元１次方程式と 
１次関数 

④１次関数の利用 
 

・具体的な事象の中の 2つの数量の間の関係を調べ，一定の割
合で変化していることを見いだす。 

・1次関数の意味を理解し，y＝ax＋bの式に表すことができる。 
・1 次関数のグラフを，切片と傾きの意味を理解し、それらを

もとにかくことができる。 
・グラフが通る 2 点から，1次関数の式を求めることができる。 
・具体的な事象の中の 2つの数量の間の関係を１次関数とみな

して，問題を解決する方法を説明することができる。 
・図形の辺上を動く点によってできる図形の面積の変化を，1

次関数の式やグラフで表すことができる。 

２ 
 
 
学 
 

 
期 

４章 
図形の性質の調べ方を考え
よう 
【平行と合同】 
①説明のしくみ 
②平行線と角 
③合同な図形 
 

・多角形の内角の和、n 角形の外角の和の求め方を，もとにし
ていることがらを明らかにして説明することができる。 

・平面図形の合同の意味と合同な図形の性質を理解する。 
・三角形の合同条件を理解する。 
・２つの三角形が合同かどうかを，三角形の合同条件を使って

判断することができる。 
・根拠となることがらを明らかにして，簡単な図形の性質を証

明することができる。 
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５章 
図形の性質を見つけて証明
しよう 
【三角形と四角形】 
①三角形 
②平行四辺形 
 

・二等辺三角形になるための条件を論理的に確かめることがで
きる。また，二等辺三角形になるための条件を利用して，図
形の性質を証明することができる。 

・直角三角形の合同条件を利用して，図形の性質を証明するこ
とができる。 

・平行四辺形の定義と性質を利用して，図形の性質を証明する
ことができる。また、平行四辺形になるための条件を利用し
て図形の性質を証明したり，その証明を振り返って統合的・
発展的に考えたりすることができる。 

・長方形，ひし形，正方形の定義やそれらと平行四辺形との相
互関係を理解する。 

・平行線の性質を利用して，図形を等積変形することができる。 

３ 
 
 
学 
 
 
期 

６章 
起こりやすさをとらえて説
明しよう 
【確率】 
①確率 
②確率による説明 

・起こりうる場合を，樹形図や表を使って全部あげ，確率を求
めることができる。 

・身のまわりの事象の起こりやすさを，確率をもとにして考え，
説明することができる。 

７章 
データを比較して判断しよう 
【データの比較】 
①四分位範囲と箱ひげ図 

・箱ひげ図と四分位範囲の意味を理解し，データを整理して箱
ひげ図に表すことができる。また，箱ひげ図と四分位範囲の
特徴を理解し、データの分布の傾向を比較して読み取り，批
判的に考察し判断することができる。 

 
４． 評価の観点と方法 

≪知識・技能≫ 
  数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解しているかどうかについて評価す

る。また，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けているかどうかについて評価する。 

≪思考力・判断力・表現力≫ 
  数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考

察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けているかどうか
について評価する。 

≪主体的に学習の取り組む態度≫ 
  数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度
を身に付けているかどうかについて評価する。 
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第３学年 数学科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

３． 学習目標 
【数と式】   数の平方根について理解し，数の概念についての理解を深める。また，目的に応じ

て計算したり式を変形したりする能力を伸ばすとともに，二次方程式について理解
し用いることができる。 

【図 形】   図形の相似，円周角と中心角の関係や三平方の定理について，観察，操作や実験な
どの活動を通して理解し，それらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を伸ばす
とともに，図形について見通しをもって論理的に考察し表現することができる。    

【関 数】   母集団から標本を取り出し，その傾向を調べることで，母集団の傾向を読み取るこ
とができる。    

【データの活用】母集団から標本を取り出し，その傾向を調べることで，母集団の傾向を読み取るこ
とができる。 

 
２．年間の授業計画と学習のねらい 

学期 学 習 の 内 容 学  習  の  ね  ら  い 

１ 
 
 
 
 
学 
 
 
 
 
期 

オリエンテーション ・数学の授業の目標、内容、評価などを知る。 
１章 
文字を使って説明しよう 
【多項式】 
①多項式の計算 
②因数分解 
③式の計算の利用 

・多項式と単項式の乗法の計算ができるようにする 
・多項式を単項式でわる計算ができるようにする 
・展開の意味を理解し、計算ができるようにする 
・乗法公式にまとめることの良さに気づく 
・乗法公式を用いて、式を展開することができる 
・因数、因数分解の意味を理解する 
・公式を利用して、式を因数分解することができる 
・問題解決に、式の展開や因数分解を利用しようとする 

２章 
数の世界をさらにひろげよう 
【平方根】 
①平方根 
②根号をふくむ 
式の計算 

③平方根の利用 

・平方根の意味を理解し、数の平方根を求めることができるよ
うにする 
・無理数と有理数の意味を理解する 
・因数、素数、素因数、素因数分解の意味を理解する 
・素因数分解を利用して、平方根を求めることができる 
・根号を含む式の乗除、加減の計算ができるようにする 
・分母の有理化を理解し、計算ができる 
・公式を利用して根号を含む式の計算ができる 

３章 
方程式を利用して問題を 
解決しよう 
【２次方程式】 
①2 次方程式とその解き方 
②2 次方程式の利用 

・２次方程式を平方根の考えを使って解くことができる 
・解の公式を理解し、公式を利用して解くことができる 
・２次方程式を因数分解を利用して解くことができる 
・２次方程式を用いて具体的な問題や図形の問題を解決するこ
とができる 

２ 
 
 
学 
 

 
期 

４章 
関数の世界をひろげよう 
【関数ｙ＝ax2】 
①関数 y=ax2 
②関数 y=ax2の性質と 
調べ方 

③いろいろな関数の利用 

・事象の中から２乗に比例する量を見いだし、式に表すことが
できる 
・y=ax2の表、式、グラフをかき、その特徴を理解する 
・変域や変化の割合を求めることができる 
・倍々に変化する関数、グラフが階段状になる関数について、
値の変化を調べることができる 

５章 
形に着目して図形の性質を 
調べよう 
【相似な図形】 
①相似な図形 
②平行線と比 
③相似な図形の面積と体積 

・相似な図形の性質を理解する 
・相似比を理解し、相似比を求めることができる 
・三角形の相似条件を利用して、図形の性質を証明できる 
・平行線と比の性質を利用して、線分の長さを求められる 
・相似比と面積比、体積比の関係を理解し、平面図形や立体の
具体的な問題に利用できる 

３ 
 
 
学 

６章 円の性質を見つけて
証明しよう 
【円】 
①円周角の定理 

・円周角の定理とその証明を理解する 
・円周角の定理を利用し角の大きさを求めることができる 
・定理の逆を利用し 4点が１つの円周上にあることを判断でき
る 
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期 

②円周角の定理の利用 ・円周角の定理を利用して、円の接線の作図や長さを求めるこ
と、図形の性質を証明することができる 

７章 
三平方の定理を活用しよう 
【三平方の定理】 
①三平方の定理 
②三平方の定理の利用 

・三平方の定理とその証明を理解する 
・三平方の定理を利用して辺の長さを求めることができる 
・定理の逆を利用して直角三角形であるかを判断できる 
・三平方の定理を、平面図形（対角線、高さ、2 点間の距離な
ど）空間図形（対角線、高さなど）に利用できる 

８章 
集団全体の傾向を推測しよう 
【標本調査】 
①標本調査 

・標本調査を理解する 
・標本調査を利用し母集団の傾向を読み取ることができる 

３年間のまとめ ・３年間の学習内容の整理をする 
 
５． 評価の観点と方法 

≪知識・技能≫ 
  数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解しているかどうかについて評価す

る。また，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けているかどうかについて評価する。 

≪思考力・判断力・表現力≫ 
  数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考

察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けているかどうか
について評価する。 

≪主体的に学習の取り組む態度≫ 
  数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度
を身に付けているかどうかについて評価する。 

 
 


